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令和２年１０月第１６回松阪市教育委員会定例会会議録 

 

令和２年１０月２８日（水）教育委員会室 

 

議題 

 議案第２９号 松阪市堀坂山の家条例施行規則の廃止について 

議案第３０号 松阪市外国語指導助手就業規則の一部改正について 

 

報告事項 

１．令和２年９月議会について 

２．令和２年９月議会「請願文書」について 

３．令和２年度９月児童生徒の問題行動等について 

４．松阪市堀坂山の家条例の廃止について 

５．松阪市教育集会所条例の一部改正について 

６．松阪市放課後児童健全育成事業補助金交付要綱の一部改正について 

 

 

出席者 

教育長                 中 田  雅 喜 

委員（教育長職務代理者）        長 島  彩 子 

       委員                  岡 田  光 生 

       委員                  長 井  雅 彦 

       委員                  谷 口  雅 美 

 

出席事務局職員 

       局長                  鈴 木  政 博 

       教育総務担当参事兼教育総務課長     中 西  雅 之 

公民館マネジメント担当参事兼 

生涯学習課長              藤 武  利 文 

学校教育課長              塩 野  光 弘 

       学校支援課長              尾 﨑    充 

子ども安全・安心担当監         小 泉  恵 希 

学校支援課生徒指導係指導主事      淺 井  祐 治 

学校支援課教育課程係指導主事      中 西  博 幸 

 

 

午後１時３０分開会 
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○教育長 

 ただ今から令和２年１０月第１６回松阪市教育委員会定例会を開会いたします。 

なお、傍聴の申し出がございましたので、私のほうで許可をいたしました。ご報告申し

上げます。 

 本定例会につきましては、感染防止対策として、インターネットを利用したリモート会

議で行います。教育委員会と言いますのは、教育行政を進める上でどうしても欠かすこと

のできないものでございます。そういった認識で、このコロナ禍の状況において、リモー

トで進めていくということは、大きな意義があるものと思っております。 

 もう一つは、国が進めておりますデジタル化があります。いわゆる、時間とか場所とか

空間というものを十分に有効活用していく。そういう意味で、このリモートによる会議と

いうのは大きな意義があり、特に、来年度からは、本格的にＧＩＧＡスクール構想の導入

ということで、本市の教育状況も大きく変わることになります。デジタル機器を通じて大

きく変わっていく。そういったことで、教育委員会定例会が、こういった形のリモートで

会議ができるのは、大きな意義があると思います。 

会議の進行等で、不慣れな部分も出てくるかも知れませんが、また次回、或いは緊急対

応の際にも、こういった形で対応がとれるよう、準備をしておくという意味でも、皆様の

ご協力をお願いしたいと思います。 

 

○教育長 

 それでは、事項書に従いまして、進めさせていただきます。 

議案第２９号「松阪市堀坂山の家条例施行規則の廃止について」の提案理由を事務局から

説明願います。 

（事務局から説明） 

○教育長 

ただ今の事務局の説明に対し、質疑、ご意見はございませんか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

質疑なしと認めます。よって、これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

討論なしと認めます。よって、採決に入ります。 

議案第２９号を可決することに、賛成の方の挙手を求めます。 

（委員の挙手） 

○教育長 

挙手全員でございます。よって、議案第２９号は原案どおり可決いたしました。 

 次に、議案第３０号「松阪市外国語指導助手就業規則の一部改正について」の提案理由

を事務局から説明願います。 

（事務局から説明） 

○教育長 

ただ今の事務局の説明に対し、質疑、ご意見はございませんでしょうか。 

 現在の外国語指導助手の現状について、事務局からご説明いただけますでしょうか。 
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◎事務局 

 はい。現在、松阪市では、１０人の外国語指導助手（ALT）を雇用しております。 

 その内、２名は、JET Programme の ALT です。３名は、市で直接雇用しております ALT、

そして残り５名は、民間の派遣業務委託会社からの ALT となっております。 

○教育長 

 先程、ご提案させていただきましたのは、JET Programme の２名だけでございます。 

 JET Programme について、簡単にご説明をさせていただきます。これは、国が日本におい

てネイティブの語学指導を行うため、海外で募集をかけて、講師に来ていただくというも

のです。 

 任期は１年間で、任用団体と参加者との合意がなされれば再任用ができることになって

います。再任用の年数については、３年を原則としていますが、これまでの実績や能力な

どを考慮し、優れていると認められる JET-ALT については、最高５年までの再任用が可能

となっています。再任用を希望せずに帰国をする JET-ALT もいます。 

 これには、国の地方交付税措置も取られておりまして、かなり手厚く保護されている状

況にあります。本市では、現在、２名いらっしゃいまして、２名ともアメリカ合衆国から

の参加でございます。 

他に質疑、ご意見はございませんか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

質疑なしと認めます。よって、これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

討論なしと認めます。よって、採決に入ります。 

議案第３０号を可決することに、賛成の方の挙手を求めます。 

（委員の挙手） 

○教育長 

挙手全員でございます。よって、議案第３０号は原案どおり可決いたしました。 

 それでは、議案が終了しましたので、報告事項に入ります。 

 報告事項１から６について、事務局から説明願います。 

（報告事項 1から 6について、事務局から説明） 

○教育長 

ただ今の事務局の説明に対して、ご質問等はございませんでしょうか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

ご質問等が、ございませんようですので、報告事項１から６は承認したいと思いますが、

いかがでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声） 

○教育長 

異議なしということでございますので、報告事項１から６は、承認いたしました。 

○教育長 

報告事項が終了いたしましたので、「その他の項」に入ります。 

委員の方々から、「その他の項」で何かございませんでしょうか。 
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（委員から「なし」の声） 

○教育長 

無いようでございますので、ここで今回のリモート会議の感想について、ご意見等をお

伺いしたいと思います。 

 どなたか、いかがでしょうか。 

◆委員 

 いろんな会議でＺＯＯＭを通してやっておりますが、時々会場からの会話が聞こえにく

いことがありました。一つは、マスク着用の中で行っていること。もう一つは、マイクの

状態というのもあると思います。パソコン同士の会話は、非常にクリアに聞こえておりま

したが、会場を通してたくさんの方との会話となると、分かりにくいところがありました。 

 ですので、発言をされる方は、マスクを外して発言されれば、少しは聞こえやすくなる

のではないかと思います。 

○教育長 

ありがとうございます。確かに、そのとおりだと思います。 

他、いかがでしょうか。 

◆委員 

 これは、遠距離の方とか、時間の取りにくい方とか、そういった場合に、リモートでや

るのは、非常に便利だと思います。 

 やはり、何か顔を見ていないと、しゃべりにくいところがあります。ですので、可能な

限り、顔を合わせて会議をするのが良いと思います。 

 しかし、忙しい時とか、有事の時とか、臨機応変に、こういう方法も有りなのかなと思

いました。 

◆委員 

私の Wifi の環境があまり良くないため、たまに、動画が止まったり、音声が飛んだりし

ておりました。もし、次回にリモート会議をやられるのであれば、別の場所へ変わりたい

と思っております。 

今、委員がおっしゃったように、「あうんの呼吸」というところが、非常に出にくい感

じがしております。緊急の時には、有効かなと思います。 

◆委員 

 皆さんと同じです。皆さんに会いたいです。 

○教育長 

 今回、リモート会議を行ったのは、必要に迫られてというより、コロナ感染がこの後、

蔓延をし、皆さんにお集まりいただいく際に、感染リスクが高まる。そういうことも想定

される場合には、こういった会議も必要じゃないかと思います。 

 この定例会を止める訳にはまいりませんので、皆様方に感染のリスクを少しでも軽減し

つつ、教育委員会制度の根幹をなすこの会議がきちんと成立するように、練習の意味も兼

ねて実施をさせていただきました。 

 もう一つは、学校のハンコをなくすとか、来年からＧＩＧＡスクール構想が入るとか、 

デジタル化が進むとか。新しくデジタル庁ができて、行政の仕組みもどんどんと変化して

まいります。そういう流れの中で、こういったタイプの会議も行いながら、もっと工夫を

する。例えば、照明設備を用いて、明るく映すことが必要ではないかとか。あるいは、今

お配りしている資料なども画面に映して共有ができたり、もっと動画を入れて情報をコン

トロールすることなど、その様なことも考えながら、今後、必要に応じて、進めてまいり
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たいと思います。 

 ただ、基本的には、対面しながら会議を行って、委員のおっしゃった「あうんの呼吸」

であったり、「寂しい」などといった感覚の視点を入れながら、進めていく。 

 ただ、全国の動きであったり、コロナ感染症の状況により、こういう会議も進めていき

たいなと思います。 

 また、今日いただいたご意見等は、次回の会議での参考とさせていただき、工夫を行っ

ていきたいと思います。 

○教育長 

他に、委員からご意見等はございませんでしょうか。 

（委員から「なし」の声） 

○教育長 

今、学校訪問もあり、いろんな方にもご協力をいただいております。 

状況に応じて、いろんなところで、こういったデジタル機器を使った学校もございます

ので、また、そういったものも見ていただく機会もあろうかと思います。 

委員の皆様、本日は、お忙しいところありがとうございました。 

それでは、最後に、事務局から次回の定例会等の日程報告をお願いいたします。 

◎事務局 

次回の教育委員会定例会でございますが、１１月２４日火曜日、午後１時３０分から教

育委員会室で開催いたしますので、よろしくお願いいたします。 

また、同日、午後３時３０分から総合教育会議が予定されておりますので、併せてお知

らせをいたします。なお、次回の教育委員会定例会、総合教育会議につきましては、現時

点では、通常開催を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

○教育長 

今回、新しい試みではありましたが、委員の皆様のご協力をもちまして、会議もうまく

いったのではないかと思います。本当に、皆様、ありがとうございました。 

それでは、これで令和２年１０月第１６回松阪市教育委員会定例会を閉会いたします。 

 

午後２時１０分閉会 


